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●共に学ぶ石造物の調査 

▼お問い合わせ先▼ 
四條畷市立歴史民俗資料館 

四條畷市塚脇町３番７号 

ＴＥＬ　０７２－８７８－４５５８ 

ＦＡＸ　０７２－８７８－４５８３ 

八尾市 YAO SHI

● お問い合わせ先 ● 
八尾市政策推進課 

ＴＥＬ：０７２－９２４－３８１６ 

ＦＡＸ：０７２－９９３－５９４４ 

Ｅ-Ｍａｉｌ：ｓｅｉｓａｋｕｓｕｉｓｉｎ@ｃｉｔｙ.ｙａｏ.ｏｓａｋａ.ｊｐ 
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玉串川のさくら 

　春の玉串川は有名な桜の名所です。旧大和川本流

の一つで、にぎやかな市街地の中を縦断しているこ

とから、身近な憩いの水辺として八尾市民に親しま

れています。 

　近鉄河内山本駅をはさんで南北約５㎞の区間に約

１千本の桜並木が続いています。 

　この桜は、昭和４０（１９６５）年に玉串川沿いの町

会の人たちが協力して植えたのが始まりで、その後、

他の町会も続き、それらが大きく成長したもので、

春のさくら開花時の景観、特に水面に映える桜は素

晴らしく、大阪府緑の百選にも選ばれ、昨年、大阪

ミュージアム登録物にも認定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河内音頭のふるさと 

　八尾市の伝統

的な文化を代表

するのが「河内

音頭」です。 

　八尾市が発祥

の地といわれる

「河内音頭」は

大阪を代表する盆踊り音頭です。 

　昭和３０年代以降は、伝統的な音頭にエレキギタ

ーやシンセサイザーが加わり、ビートのきいたリズ

ム音楽の影響もあり、音楽性豊かな語り物芸として

成長し、活躍の場を広げるようになりました。 

　夏は、市内各所に櫓が立ち、幾重にも広がる踊り

の輪へと人々を誘います。毎年８月下旬に盛大に開

催される八尾河内音頭まつりは夏の風物詩です。大

パレードや大盆踊り大会などが行われ、河内音頭一

色のまつりは多くの市民で賑わいます。 

 

高安山山麓 

　市の東部に

ある高安山山

麓は、地元で

「やまんねき」

と呼ばれ、古

くから人々が

暮らす里山であり、歴史遺産の宝庫です。 

　なかでも、八尾市、東大阪市、柏原市の３市を中

心とする中河内地域では最大の前方後円墳の心合寺

山古墳や、２００基以上もの横穴式石室墳が集中する

「高安千塚」は全国的にも知られています。 

　高安山のハイキング道もお勧めです。春、鮮やか

に色づく桜並木の中を歩いてみるのはいかがでしょ

うか。淡いピンク色に染められた山肌は思わず息を

飲むほどの絶景です。 

たかやすせんづか 

し お ん じ  

やま 

●花より団子の自主活動　雁塔の拓本（四條畷市中野） 
　平成２１年。まだまだ空気は冷たい春。桜が咲き乱れ
るなかで、手始めに高さ２㍍の石造物に挑戦しました。
作業の合間にお団子をいただき、弁当をひろげコーヒ
ーを沸かして仲良くワイワイガヤガヤと賑やか。明る
い雰囲気のなかで会員の絆が深まったようです。 

　平成19年、20年に「趣味の拓本教室」を実施

して拓本の技術を習得し、平成21年4月に四條畷

市立歴史民俗資料館を母体とした自主活動団体「な

わて拓本の会」（会長辻村 護）が８名で発足し

ました。 

　学習した拓本技術を活かして市内の石造物の調

査を「なわて拓本の会」、市教育委員会及び歴史

民俗資料館で協力して実施することになりました。 

　会員は団塊の世代で、退職した人ばかりです。

長年の仕事のなかで培われた能力を調査に活か

していただけたら、会員も職員もお互いに影響

しあい、新たな世界が広がると思いました。職

員も大型石造物の拓本は初めての経験で、皆が

共に学ぶという姿勢で取り組み、多くを学ぶこ

とが出来ました。日頃言われているボランティ

ア活動とは一味違うものになりました。 

 

　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　市内における石造物の拓本による調査は今回

が初めてです。最初は、試行錯誤の連続でしたが、

しだいに満足のいく作品が出来上がるようになり、

より良いものとなるよう採り直すなど技術の向

上は明らかでした。 

　年号が記されている石造物も多く、貴重な成

果を得ることができました。この調査の成果は

平成22年に四條畷市制施行40周年を記念して発

行される「市史なわて

の歴史」櫻井敬夫著に

掲載する予定です。 

 

■道標は江戸から昭和

時代にかけてのもの

で、京都・奈良・伊勢

を表示したものが見ら

れます。とりわけ個人

の供養をかねている地

蔵形の道標は見ていて

楽しめます。明治時代

になって浪速鉄道（現

在ＪＲ学研都市線）が

開通すると四條畷停車

場などの駅を案内する

ものが見られるように

なり、時代を反映して

います。 

■十三仏は、生前に死

後の冥福を願って建立

されました。年号や10

数名の法名が見られま

す。戦国時代のものが

多く、四條畷市内に７

基あります。一番古い

もので天文24年（1555）新しいもので元和8年

（1622）。おもしろいのはキリシタン時代のもの

が無かったことです。　 

＊寺院や地域の区長さん、ご近所に許可を得て作業をしています。 

資料館前の道は古道東
高野街道に面している
ため、ごく細い道です。 

●JR学研都市線 
四条畷駅下車 
線路ぞいに忍ヶ丘方
面へ徒歩１０分 

●京阪電車 
大和田駅下車 
京阪バス四条畷駅行
き　塚脇バス停下車
徒歩２分 

●地蔵形道標：清滝街道と東
高野街道の交差点（四條畷市
中野） 
右 なら いせ 道 。左 京 やはた 道。 
裏面に寛政十年（１７９８）の年号。
高さ９７㌢。 

●十三仏：照涌墓地 
（四條畷市下田原） 
右側に永禄二年（１５５９）の年号 
最下段に法名　高さ１２４㌢。 


